
（別紙３）

～ R8年　2月　28日

（対象者数） 30名 （回答者数） 23名

～ R8年　2月　28日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個別療育提供を継続していく。

2

職員のスキルアップの為に研修参加への

促しを継続していく。

3

保護者の育児に寄り添うことを大切にしな

がら相談を行っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

療育、教育、福祉制度に関する知識の共有

を行っていく。

2

3

○事業所名 √るーと

○保護者評価実施期間
R8年　1月　5日

○保護者評価有効回答数

R8年　1月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

職員によって知識が偏る。 経験や知識取得の差がある。

完全個別対応。 各利用児に必要且つ適した療育を　提供でき

る。

職員の専門知識や経験が豊富。 職員の外部研修参加を推奨している。

保護者が療育に同行するシステム。毎回面談

で保護者は相談できる。

保護者の悩みや心配事に専門的な観点で　対

応している。

事業所における自己評価総括表公表


